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交通事故の状態別死者数で、最も多くの割合を占めて

いるのが歩行者です。歩行者と自動車との間で交通事故

が発生すれば、歩行者が被害者になるので、交通社会に

おいて歩行者 |ま『交通弱者Jといえます。対して、車体に

守られ、事故のカロ害者になりやすい自動車のドライバー

|ま「交通強者Jといえるかもしれません。

「交通強者Jであるドライバーが、「交通弱者Jである歩

行者、特に高齢者や子供をどうすれば守ることができる

のか?また、自転車との事故をどうすれば防ぐことがで

きるのか?本作品ではドライブレコーダーの映像も交え

ながら、そのポイントを学んでいきます。



ドライバーが歩行者を保護するために守るべきルール。それは「通行を妨げないこと」です。

道路交通法では、車両が横断歩道に近づいたとき、横断しようとする歩行者がいないこと

が明らかな場合を除いて、横断歩道の手前で停止できるような速度で進行しなければなら

ないとされています。車が減速・停止を怠つた結果、横断中の歩行者と衝突してしまったドラ

イブレコーダーの事故映像を例に、改めて、信号機のない横断歩道では歩行者優先が原則

であることを伝えます。

歩行中の交通事故死者数のうち、8割近くを占めているのが65歳以上の高齢歩行者です。

高齢者は加齢による身体機能の衰えもあり、危険な横断をしてしまう傾向にあります。道路

を横断していた高齢の歩行者と衝突してしまつたドライブレコーダーの事故映像を例にし

て、ドライバーは高齢歩行者を見かけたときには、道路を横断してこないか細心の注意を

払つて運転することが大切だと伝えます。

ドライバーが特に注意をしないといけないのが、子供の歩行者です。子供は一つのものに

注意が向くと、周囲に目が行かなくなつてしまつたり、注意力が散漫になってしまうことがあ

ります。また子供は大人に比べて目線が低く、視野も狭いため、走つてくる車に気づきにく

い傾向があります。ドライバーはこのような子供の特性を理解し、車の陰や死角からの子供

の飛び出しに注意した運転を心がける必要があります。

高齢者や子供と共に事故が多く、大怪我などの被害に遭いやすいのが自転車利用者です。

自転車利用者の中には、危険な運転をする人が多くいます。危険な運転をした自転車と衝

突したドライブレコーダーの事故映像を例に、ドライバーは「自転車は予測した通りの動き

をしない」ことを前提とした運転をする必要があることを訴えていきます。

ドライバーは「交通強者」である自覚を持つて、高齢者・子供・自転車の予想外の動きにも対応できるよう、常に注意

して安全運転を心がけていきましょう!
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●本DVDは、こ購入いただいた官公庁 (都道府県市区田I村・視聴覚ライブラリー・教育委員会・警察・消防等)や事業所等での貸出し、非営利上映を行うことを前提とした
商品です。著作権処理を行うことなく、上映会や研修会等でこ使用になれます。

●本DVDについて次の行為に該当する場合は、使用の可否や別途料金等について、必ず当社までご相談ください。
・テレビでの放映  ・ビデオオンデマンド等による配信
●著作権者に無断で、作品の一部または全部を複製・改変・放送・有料上映・配信することは、著作権法違反となり処罰の対象になる場合があります。

●DVDビデオは映像と音声を高密度に記録したデイスクです。DVDビデオ対応のプレーヤーで再生してください。パソコンなど一部の機種で再生できない場合があります。
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